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これからの日本OR学会に向けて

日本OR学会への期待
宮崎　久美子

研究・イノベーション学会の会長に 2016年 10月に
就任いたしました，宮崎久美子でございます．この度
は日本 OR 学会の創立 60 周年，誠におめでとうござ
います．今後の貴学会のご発展をお祈りいたします．
本学会は 1985年 10月に研究・技術計画学会として

設立されました．長い間，技術経営（企業の研究開発
マネジメント）と科学技術政策を二つの重点分野とし
ていましたが，時代の変化とともに，学会の活動領域
も変化，多様化していき，学会の活動内容について再
検討したうえで，平成 27年の 10月に学会名を研究・
イノベーション学会に変更しました．会長としての任
期は 1年ですが，よろしくお願いいたします．
ビッグデータやAI（人工知能），IoTはさまざまな分

野に影響を与える技術であり，新興技術特有の進化パ
ターンを有しており，社会経済面でも大きなインパク
トを与えると思われます．なお，ナノテクノロジーの
ような新興技術はその技術だけでは役に立たず，ほか
の応用技術などと融合することによって初めて役に立
つだけではなく，社会に浸透していきます．近年にお
いて製品ライフサイクルは短縮化しており，その一方
で製品を構成する技術群は多様化しており，パラダイ
ムシフトや異なる分野のコンバージェンス（収斂）も
起きており，技術経営は極めて重要な課題となってい
ます．医薬品業界と食品業界のコンバージェンスによ
り，機能性食品という新しい市場が生まれました．
日本の競争力を維持，強化させていくためには，イ

ノベーションがあらゆる場で起きる社会を目指す必要
があります．個人，企業の開発現場，研究機関，産学
連携などによる共同研究の場，政府，自治体，あるい
は生産性を上げることを検討している農家など，ミク
ロからマクロの場でイノベーションを創出することを
促す必要があります．イノベーションをどのように創
出するのか，それをどのように社会・経済的価値に結
び付け，人々を豊かにするのか，という問題は容易に
解決することはできません．それには産，官，学の間
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の共同作業，連携，ビジョンの共有化が必要となりま
す．本学会は産，官，学の会員がそれぞれ 3分の 1ず
つ，約 1,000名の学会員から成っています．2年前に，
本学会を，会員にとってより魅力的にするために学会
員が必要と考えていることを把握するためにアンケー
ト調査が行われました．理想の姿として，企業からは，
有益な情報収集や交流の場として学会を利用，事例や
分析から得られる気づきの効果を期待することなどの
コメントがありました．官庁からは有益な情報収集や
ほかの省庁との意見交換の場として学会を利用する点，
大学教員からは産，官と交流，意見交換する中で知見
を広げ，それらの情報を研究にも活かしていき，研究
成果を生み出していくことが挙げられました．本学会
はそのような会員からのコメントをもとに，組織・制
度改革を進めております．本学会では八つの分科会が
存在します．
1)科学技術政策
2)科学技術の国際問題
3)人材問題
4)研究戦略・評価
5)研究行動・研究組織
6)イノベーション交流
7)女性エンジニア活生
8)イノベーションフロンティア
さまざまな分科会で，イノベーションが大きく取り

上げられています．平成 27 年度において，イノベー
ション交流分科会員数は 230名を超え，急成長してお
り，開催回数は 16 回でした．当分科会では毎回，イ
ノベーションを起こした企業を訪問し，プレゼンテー
ションを聞いた後で活発な意見交換が行われます．人
材問題分科会の開催回数は 15 回でした．また女性エ
ンジニア活生についても熱心に議論されています．本
学会では会長，副会長や理事，ほかの会員 20名で今後
の活動の検討を行っており，毎月，活発な意見交換を行
い，検討を進めています．時代の変化に対応しながら
5年後，10年後の将来について考え，学会を進化させ
ていく努力を重ねています．昨年度はイノベーション

374（38）Copyright c© by ORSJ. Unauthorized reproduction of this article is prohibited. オペレーションズ・リサーチ



人材について検討し，ワークショップを二度開催しま
した．今後取り組むべき課題として，情報発信の強化，
国際化，学会誌の充実，会員数の増加，ほかの学会との
つながりを強化することが挙げられます．その点，貴
学会との交流を深めることができれば幸いです．10月
28, 29日には年次学術大会を京都で行います．ご興味
があればぜひご参加ください．
イノベーションは不確実性を伴い，リスクが生じま

すが多面的な視野に基づいて，考え，情報収集をし，
分析をし，戦略を練ることが可能となります．そのう
え，立てた戦略に基づいて実行し，当初の目標と照ら
し合わせて評価し，戦略を練り直すことが考えられま
す．技術経営とは理論と実践の挟間に存在する学問で
す．したがって理論について学ばなければ，適切なア
クションプランは作ることは困難であります．また，
実行に移した後でアウトカムに変化が現れると，それ
を捉え，新たなモデルなどを組み立てることが可能と
なります．つまり，理論と実践は相互に関連し合って，
相互作用を起こしながら，前進していくと考えられま
す．今後さらなる研究の成果が期待される領域です．

技術経営と経営工学の違いについて一言述べたいと
思います．経営工学とは，マネジメントや経営におい
て，工学的手法を使う分野であります．技術経営とは，
技術を企業やそのほかの機関の重要な資産として捉え，
企業（やそのほかの機関）のビジョンや目標を達する
ために，技術的資産を戦略的に行う，マネジメントの
ことであります．技術経営では課題が何なのか考える
力，問題設定力が重要であり，経営工学では問題解決
力が重要であると思われます．技術経営と ORは対象
や手法が異なりますが，補完的な関係が見られる分野
であり，対話を行うことによって新たな気づき，相互
学習が生まれることを期待します．
本学会は貴学会の 60 周年と比べてまだ若い学会で

すが，この分野の学会としてはもっとも早く設立され
ました．今後の 30年に向けて，さらに先端的役割を果
たして行くために，皆さまと力を合わせて進んで参り
たいと思います．
　
（宮崎久美子　東京工業大学環境・社会理工学院イノ

ベーション科学系　教授）
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